
《「介護の日」記念公開シンポジウム》

参加型の介護福祉を目指して
～介護現場を活性化するためのイベント手法～

1.趣  旨
介護 という職のイメージは、昨今の報道等においてその真の姿を反映 して

おらず、また介護に関し、国民への啓発を重点的に実施するための日である
「介護の日」についても周知度は、本会調査では約 4割にしか過ぎない。
一方、介護は、少子高齢社会において重要性が増大するばかりである。

介護への正 しい理解 と認識を一般市民と共有化 し、そのイメージアップを

図り、人材不足解消、質向上へとつなげることで、介護の現場が活性化 して

いくのではないか。そのためには、介護の凱場から一般市民への情報発信が

重要な鍵となる。

日常、施設において実施する普段の行事もほんの一工夫で驚くべき効果を

上げることができ、また地域と一体となって行な う大きなイベン トも異なる

視点から見つめ直すことで、参加する人の心を捉えることが容易となる。
本シンポジウムでは、介護・福祉の現場とそこで働 く者を一般市民が正しく
理解 し、共通の認識を持って、日本の高齢社会における介護・福祉の将来を
啓くために実施するイベン トの在 り方を考え、国民参加型の福祉社会を創る
ことを目的として実施する。

2.主  催 社団法人 日本介護福祉士会

3.共  催 北海道介護福祉士会

4.協  カ ー般社団法人 日本イベン トプロデュース協会

5。 日  時  平成 21年 11月 14日 (土)13:00～ 17:00

6.会  場 札幌コンベンションセンター (札幌駅より16分 )
〒003-0006 札幌市白石区東札幌 6条 1丁 目1-1

7.内   容 別添 「プログラム」のとおり

8.参加対象 ①介護福祉士ほか介護現場で働 く者
②一般・学生

9.定  員 160名

ψ 10。 申込方法 参力日申込書に必要事項を記入のうえ、日本介護福祉士会へ
FAXに てお申し込み下さい。着席先着順。
申し込み受付後、参加券等は発行致 しませんので当日直接
会場へお越 し下さい。

H.参 加 費 無 料

12.備  考 日本介護福祉士会生涯研修制度取得ポイン ト数 2.5

13.事 務 局 社団法人 日本介護福祉士会 事務局
(申込・問合せ)〒 1050001 東京都港区虎ノ門 1-22-13西 勘虎ノ門ビル 3階

T]EL03-3507-0784  FAX03-3507-8810



「プログラム」 平成 21 年 11 月 14 日（土）

時 間 次 第 演 者

12:30 開 場

13:00 開 会

13:05

～

14:00

14:10

～

15:30

15:40

～

17:00

第１部「講演」

介護現場からのメッセージを多くの人

に届けよう。そこに幸せが生まれる。

～福祉の情報は、なかなかスムースに

届きにくい。そのために、イベント

手法で工夫をしよう。～

第２部の１「シンポジウム」

介護福祉現場の現状から課題を探る

第２部の２「ワークショップ」

介護福祉現場におけるイベント手法の

実際

＜講師＞

流通科学大学教授

（社）日本イベントプロ

デュース協会副理事長

小 坂 善治郎 氏

＜コーディネーター＞

兵庫県社会福祉施設経営者

協議会顧問

流通科学大学教授

塚 口 伍喜夫 氏

＜シンポジスト＞

名寄市立大学教授

岡 部 和 夫 氏

作家

沖 藤 典 子 氏

日本介護福祉士会副会長

羽 山 政 弘 氏

＜ファシリテーター＞

小 坂 善治郎 氏

（社）日本イベント

プロデュース協会

白 川 真 弓 氏

藤 田 靖 氏

17:00 閉 会

＜参加申込書＞ ＦＡＸ ０３－３５０７－８８１０

都道府県名 男・女

氏 名

参 加 区 分 会 員・介護職・学 生・報 道・その他（ ）

連 絡 先 TEL FAX

所 属
（事業所名等）

※申込みは、ＦＡＸにて必要事項を記入の上、切り取らずご送信下さい。

北海道の方は、都道府県名欄に市区町村までご記入下さい。


